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ま
た
、
会
場
内

で
は
千
葉
県
商
工

会
女
性
部
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
「
う
ま

い
も
ん
市
」
や
、

昨
年
度
Ｂ
‐
１
グ

ラ
ン
プ
リ
で
ゴ
ー

ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
い
た
勝
浦
タ

ン
タ
ン
メ
ン
の
実

演
販
売
も
行
わ
れ
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
勝
浦
ホ
テ
ル
三
日
月
に
会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
情
報
交
換
会

で
は
、
各
都
県
か
ら
素
晴
ら
し
い
芸
能
出
し
物
が
披
露
さ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
東
京
都
女
性
連
に
よ
る
次
年

度
開
催
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
視
察
研
修
会
が

行
わ
れ
、
県
外
参
加
者
に

千
葉
県
の
魅
力
を
体
験
し

て
も
ら
う
と
同
時
に
、
部

員
間
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年

度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
女
性
部
交

流
研
修
会
が
七
月

十
三
日
、
勝
浦
市

芸
術
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
で
関
係
者

八
七
六
名
を
集
め

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
女
性
部
員
も

二
〇
〇
名
以
上
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
者
を
も
て
な
し
、
研
修

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
九
十
九
里
大
漁
節
保
存
会
に
よ
る
大
漁
節
と
浜
音
頭
が

披
露
さ
れ
た
後
、
髙
橋
渡
千
葉
県
副
知
事
、
猿
田
寿
男
勝
浦
市
長

を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
が
ご
臨
席
の
下
、
開
会
式
が
厳
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
各
都
県
代
表
に
よ
る
主
張
発

表
大
会
で
は
、
本
県
代
表
と
し

て
栄
町
商
工
会
女
性
部
の
秋
山

優
子
さ
ん
が
、「
ド
ラ
ム
焼
き

で
ま
ち
づ
く
り
」
を
県
大
会
時

よ
り
も
更
に
表
現
力
豊
か
に
魅

力
的
な
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

各
都
県
代
表
の
主
張
発
表
は
ど

れ
も
大
変
素
晴
ら
し
く
、
今
後

の
女
性
部
活
動
や
地
域
活
性
化

活
動
等
を
高
め
る
に
ふ
さ
わ
し

い
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、

各
賞
は
左
記
の
と

お
り
と
な
り
、
最

優
秀
賞
の
矢
部
久

子
さ
ん
は
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
と
し

て
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
最最
優
秀
賞

優
秀
賞
 

東
京
都

羽
村
市
商
工
会

矢
部
久
子
さ

　
　
　
東
京
都
　
羽
村
市
商
工
会
　
矢
部
 久
子
さ
んん

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く

　
　
　
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
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供供
も
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一
度

花
嫁

も
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一
度
　
花
嫁
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栃
木
県

高
根
沢
町
商
工
会

小
堀
ト
キ
子
さ

　
　
　
栃
木
県
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根
沢
町
商
工
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堀
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キ
子
さ
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女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く

　
　
　
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
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供供
地
域
貢
献
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

地
域
貢
献
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
僑僑

　
　
　
　
　
　
優優

良

賞

良

賞
 

長
野
県
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日
村
商
工
会

清
澤
あ
ゆ
み
さ

　
　
　
長
野
県
　
朝
日
村
商
工
会
　
清
澤
 あ
ゆ
み
さ
んん

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く

　
　
　
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
りり

　
　
　
供供「
次
世
代
起
業
家
育
成
塾
」
を
開
催
し
て

「
次
世
代
起
業
家
育
成
塾
」
を
開
催
し
て
僑僑 

　
平
成
二
十
八
年
度

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ば
を
開
催

in

満員の会場ホール

開会の辞
県女性部連合会会長
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◇平成２８年度第１回臨時総会
◇和泉善久新会長あいさつ
◇「経営力向上計画」事業計画策定で稼ぐ力を強化！
◇商工会の会計ソフト「ネットde記帳」のご案内
◇「千葉県最低賃金」改正のご案内
◇平成２８年度商工会役員研修会開催
◇平成２８年度関東ブロック商工会青年部連絡協議会前期代表者会議・
　主張大会が開催されました
◇若手経営者等リーダーズ研修会が開催されました
◇平成２８年度関東ブロック商工会女性部交流研修会inちばを開催

和
泉
善
久
新
会
長
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
、
千
葉
県
商
工
会
連
合

会
長
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
和
泉
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
場
を
借
り
て
一
言
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
多
年
に
わ
た
り

県
連
合
会
の
役
員
と
し
て
、
特
に
平

成
二
十
四
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
県
連
合
会
の
運
営
及
び
県
内
商

工
会
地
域
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
花
島
会
長
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
会
長
職
務
代
行
者
の
職
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

森
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
、
花
島
会
長
が
二
期
目
就
任
に
際
し
ま
し
て
、
第

二
次
商
工
会
機
能
強
化
計
画
の
確
実
な
遂
行
、
小
規
模
企
業
振
興

条
例
の
制
定
に
向
け
た
県
へ
の
働
き
か
け
に
力
を
注
い
で
参
り
た

い
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
継
承
し
、

厳
し
い
状
況
が
続
く
県
内
商
工
会
地
域
の
小
規
模
事
業
者
の
、
持

続
的
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
四
月
、
県
内
四
十
商
工
会
全
て
が
経
営
発
達
支
援

計
画
に
関
す
る
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
で
も
わ

ず
か
三
県
の
み
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
出
来
事
で
し
た
が
、
県
内

商
工
会
全
て
の
事
業
者
が
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
経
営
発
達
支
援
事
業
の
確
実
な
遂
行
に
つ

い
て
も
、
県
連
合
会
と
商
工
会
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
地
域
を
支
え
て
い
く
の
は
我
々
小
規

模
事
業
者
で
あ
り
、
商
工
会
は
地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し

て
、
さ
ら
に
存
在
感
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
の
た

め
に
も
、
皆
様
に
は
何
と
ぞ
ご
指
導
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
連
合
会
長
就
任
に
あ
た
っ

て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
千
葉
県
商
工
会
連
合
会
は
十
月
二
十
一
日
、
千
葉
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
県
内
四
十
商
工
会
長
等
（
委
任
状
含
む
）
が
出
席
し
、
多
数
の
ご

来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
総
会
の
議
事
で
は
、
七
月
に
退
任
さ
れ
た
花
島
敬
一
郎
会
長
の
後
任
と

な
る
会
長
選
任
等
が
行
わ
れ
、
和
泉
善
久
氏
（
南
房
総
市
内
房
商
工
会
長
）

の
新
会
長
就
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
泉
新
会
長
は
就
任
あ
い
さ
つ
で
、「
私
は
、
花
島
会
長
の
取
り
組
み
を

継
承
し
、
第
二
次
商
工
会
機
能
強
化
計
画
の
確
実
な
遂
行
、
小
規
模
企
業

振
興
条
例
の
制
定
に
向
け
た
県
へ
の
働
き
か
け
に
力
を
注
い
で
参
る
と
と

も
に
、
経
営
発
達
支
援
事
業
の
確
実
な
遂
行
に
つ
い
て
も
、
県
連
合
会
と

商
工
会
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。
人
口
減
少
社
会
の

中
で
、
地
域
を
支
え
て
い
く
の
は
我
々
小
規
模
事
業
者
で
あ
り
、
商
工
会

は
地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
さ
ら
に
存
在
感
を
発
揮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
皆
様
に
は
何
と
ぞ
ご
指
導
、
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
床
並
道
昭
千

葉
県
商
工
労
働
部
長
か
ら
祝
辞

を
頂
戴
し
、
総
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

新
会
長
に
和
泉
善
久
氏
が
就

新
会
長
に
和
泉
善
久
氏
が
就
任任

地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て

地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
のの
存
在
感
発
揮
に
注
力

存
在
感
発
揮
に
注
力

～
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
臨
時
総
会

～
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
臨
時
総
会
～～

◎
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
臨
時
総
会
議
案

第
一
号
議
案
　
千
葉
県
商
工
会
連
合
会
役
員
選
任
規
約
の
一
部
変
更

（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

原
案
通
り
承
認

　
第
二
号
議
案
　
役
員
欠
員
に
伴
う
補
充
選
任
の
件

　
　
会
　
長
　
和
泉
 善
久
（
南
房
総
市
内
房
商
工
会
長
）

　
　
副
会
長
　
石
田
 信
昭
（
白
井
市
商
工
会
長
）

　
　
理
　
事
　
藤
崎
 幸
雄
（
成
田
市
東
商
工
会
長
）　
　
（
敬
称
略
）

会長就任あいさつを述べる和泉新会長

祝辞を述べる床並千葉県商工労働部長
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中小企業等経営強化法に基づき、人材育成、コスト管理等のマネジメントの向上や、
設備投資等により、事業者の生産性を向上させるための計画です。

「経営力向上計画」事業計画策定で稼ぐ力を強化「経営力向上計画」事業計画策定で稼ぐ力を強化！！

※申請から認定まで最短３０日！
　申請は随時受付しており、認定は申請が受理されてから３０
日（計画に記載された事業分野が複数の省庁の所管にまたが
る場合は４５日）です。

　商工会の経営指導員による事業計画策定の支援を行います。
本計画の詳細や策定は、最寄りの商工会へお気軽にお問い合
わせください。

経営力向上計画とは？

計画書は実質２枚！
①企業の概要、②現状認識、③経営力向上の目標及び経営力向上による経営の向上の程度を示す指標、
④経営力向上の内容など簡単な計画等を策定することにより、認定を受けることができます。

ポイント
①

認定のメリット！
１　固定資産税の軽減
　認定計画に記載された一定要件を満たす機械及び装置は３年間、固定資産税が１/２に軽減されます。
２　金融支援！
　中小企業信用保証枠の拡大や中小企業基盤整備機構の債務保証など、資金調達を行う場合の金融支
援を受けることができます。

ポイント
②

ば
な
ら
な
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
書
類
を
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
っ
た
仕
組
み

づ
く
り
ま
で
支
援
し
て
く
れ
る
か
ら
安
心
で
す
。

そ
の
３
　
毎
日
の
記
帳
の
手
間
が
減
り
ま
す

　
毎
日
帳
簿
を
つ
け
る
の
は
と
て
も
大
変
で
す
。

日
々
の
取
引
を
記
録
し
て
身
近
な
商
工
会
へ
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
最
小
限
の
労
力
で
必
要
な

帳
簿
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
記
帳
の
手

間
を
考
え
れ
ば
、
月
々
わ
ず
か
な
費
用
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
お
得
で
す
。

そ
の
４
　
経
営
面
も
商
工
会
が
徹
底
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す

　
ネ
ッ
ト
　
記
帳
を
活
用
す
れ
ば
商
工
会
が
会

de

社
の
会
計
情
報
を
把
握
し
て
い
る
の
で
、
融
資

の
相
談
に
も
素
早
い
対
応
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
会
計
情
報
を
ベ
ー
ス
と
し
た

事
業
計
画
の
策
定
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
会
計
情
報
を
既
に
把
握
し
て
い

る
た
め
募
集
期
間
の
短
い
補
助
金
等
も
素
早
く

具
体
的
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
の
５
　
安
心
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す

　
ネ
ッ
ト
　
記
帳
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

de

し
た
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
一
台
ず
つ

に
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。
も
し
お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン
が
壊
れ
て

し
ま
っ
て
も
デ
ー
タ
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
常
に
最
新
版
の
シ
ス
テ
ム
が

利
用
で
き
ま
す
の
で
税
制
改
正
に
も
自
動
的
に

対
応
さ
れ
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
　
記
帳
に
関
す
る
ご
相
談
は
最
寄
り

de

の
商
工
会
へ
ど
う
ぞ
。

ネ
ッ
ト
　
記
帳
が
選
ば
れ
る
５
つ
の
理
由

de

そ
の
１
　
事
業
の
数
字
を
把
握
し
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

　
ネ
ッ
ト
　
記
帳
で
日
々
の
売
上
、
日
々
発
生

de

す
る
経
費
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
儲
け
が
出

て
い
る
の
か
を
常
に
把
握
で
き
ま
す
。
ま
た
、

せ
っ
か
く
状
況
を
把
握
し
て
も
、
そ
の
情
報
の

意
味
が
分
か
ら
な
い
と
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
商
工
会
は
帳
簿
に
出
て
く
る
数
字
の

意
味
や
同
業
種
の
会
計
指
標
を
親
切
に
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
会
計
情
報
を
活
用
し
た
経
営
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
２
　
商
工
会
と
一
緒
に
あ
な
た
の
事
業
に

あ
っ
た
記
帳
の
仕
組
み
を
作
れ
ま
す

　
会
計
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
言

わ
れ
て
も
、
日
々
の
取
引
を
記
録
す
る
仕
組
み

を
作
る
の
は
一
苦
労
で
す
。
ネ
ッ
ト
　
記
帳
で

de

は
、
商
工
会
が
ど
の
よ
う
な
記
録
を
し
な
け
れ

商工会

　
　
商
工
会
の
会
計
ソ
フ
ト

　
　
　
「
ネ
ッ
ト
　
記
帳
」
の
ご
案
内
　
　

de

　
商
工
会
の
提
供
し
て
い
る
会
計
ソ
フ

ト
、
ネ
ッ
ト
　
記
帳
は
「
毎
日
忙
し

de

く
し
て
い
る
け
ど
本
当
に
儲
か
っ
て

い
る
の
か
な
？
」「
経
理
処
理
を
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？
」「
毎
日
記
帳
が
大

変
。」と
い
っ
た
お
悩
み
に
応
え
ま
す
。

身
近
な
商
工
会
で
気
軽
に
相
談
し
な

が
ら
記
帳
を
す
る
こ
と
で
安
心
し
て

経
営
で
き
る
と
、
多
く
の
地
域
の
事

業
者
様
が
ネ
ッ
ト
　
記
帳
を
利
用
さ

de

れ
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
八
年
九
月
一
日
～
二
日
、
埼
玉
県
（
さ
い
た
ま
市
民

会
館
お
お
み
や
）に
て
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
前
期
代
表
者
会
議
・

主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
、
関
東
一
都
十
県
か
ら
約
五
三
〇
名

の
青
年
部
員
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
主
張
発
表
大
会
関
東
大
会
で
は
、
一
都
十
県
の
代
表
十
二
名
が

日
頃
の
青
年
部
員
と
し
て
の
活
動
を
発
表
し
、
千
葉
県
代
表
の
矢

代
卓
さ
ん
は
惜
し
く
も
受
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
県
大
会
よ
り
内

容
や
話
し
方
に
磨
き
が
か
か
り
、
参
加
者
は
食
い
入
る
よ
う
に
発

表
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
は
、
新
潟
県
代
表

の
吉
川
商
工
会
青
年
部
の
矢
沢

雄
一
郎
さ
ん
が
受
賞
し
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
全
国

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
第
十
八
回
商
工
会
青

年
部
全
国
大
会
は
、
平
成
二
十

八
年
十
一
月
に
福
島
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日
、
浦
安
市
（
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
・
ホ
テ
ル
ミ
ラ
コ
ス
タ
）
に
て
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
や
企
業
理
念
の
浸
透
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
若
手
経
営
者
等

リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
・
キ
ャ
ス
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
を
受
講
し
、「
企
業
理
念
の
浸
透
方
法
」
や
「
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
育
成
術
」
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
従
業
員
教
育
事
例
を
基
に
、
現

役
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ス
ト
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
第
一
部
で
学

ん
だ
内
容
を
基
に
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
今
回
学
ん
だ

内
容
を
自
社
の
経
営
に
ど
の
よ

う
に
取
り
込
み
、
活
用
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
、
ま
た
、
青
年

部
活
動
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
、
熱
心
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
十
三
日
、
千
葉
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
県
内
商
工
会
役

員
一
三
二
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
平
成
二
十
八
年
度
 

商
工
会
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
副
会
長
開
講
あ
い
さ
つ
の
後
、
全
国
商
工
会
連
合
会
専
務
理

事
の
乾
敏
一
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
「
今
後
の
商
工
会
と
し
て

の
組
織
・
運
営
・
事
業
の
在
り
方
」
と
題
し
、
小
規
模
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
と
今
後
の
小
規
模
事
業
者
支
援
の
流
れ
を
踏
ま
え
た

上
で
、
こ
れ
か
ら
の
商
工
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
課
題
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
千
葉
県
経
済
政
策
課
中
小
企
業
・
団
体
支
援
室
長
の

川
島
敏
文
氏
よ
り
「
平
成
二
十
八
年
度
小
規
模
補
助
金
に
係
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
に
つ
い
て
」
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
分
科
会
と
し
て
、
地
域
活
性
化
コ
ー
ス
で
は
先
進
事
例

研
修
と
し
て
、
宮
崎
県
か
ら
川
南
町
商
工
会
長
の
宮
崎
吉
敏
氏
を

お
招
き
し
、
平
成
二
十
七
年
度
二
十
一
世
紀
商
工
会
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
た
「『
定
期
朝
市
』
～
ト
ロ
ン
ト
ロ
ン
軽
ト
ラ
市
～
」
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
商
工
会
運
営
コ
ー
ス
で
は
、
公
認
会

計
士
の
土
屋
晴
行
氏
よ
り
「
商
工
会
監
査
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
、
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議

平
成
二
十
八
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会会

前
期
代
表
者
会
議

　
前
期
代
表
者
会
議
・・

主
張
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

　
　
　
主
張
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
たた

若
手
経
営
者
等
リ
ー
ダ
ー

若
手
経
営
者
等
リ
ー
ダ
ー
ズズ

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
たた

平
成
二
十
八
年
度

平
成
二
十
八
年
度
　
　
　

商
工
会
役
員
研
修
会
開

商
工
会
役
員
研
修
会
開
催催

全国商工会連合会　乾専務理事

川南町商工会　宮崎会長

　
千
葉
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
。）
及
び
、
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最

低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
業
種
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
「
特
定
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
機
関
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

○
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
　
℡
０
４
３－

２
２
１－

２
３
２
８

○
千
葉
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
無
料
相
談
）
℡
０
１
２
０－

０
２
６－

２
１
０

○
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

○
千
葉
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://chiba-roudoukyoku.jsite.m

hlw
.go.jp/

　
「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
時
間
八
四
二
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
従
来
の
八
一
七
円
か
ら
二
十
五
円
引
上
げ
）
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

ディスカッションを通じた意見交換風景

矢代卓さんの力強い発表
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中小企業等経営強化法に基づき、人材育成、コスト管理等のマネジメントの向上や、
設備投資等により、事業者の生産性を向上させるための計画です。

「経営力向上計画」事業計画策定で稼ぐ力を強化「経営力向上計画」事業計画策定で稼ぐ力を強化！！

※申請から認定まで最短３０日！
　申請は随時受付しており、認定は申請が受理されてから３０
日（計画に記載された事業分野が複数の省庁の所管にまたが
る場合は４５日）です。

　商工会の経営指導員による事業計画策定の支援を行います。
本計画の詳細や策定は、最寄りの商工会へお気軽にお問い合
わせください。

経営力向上計画とは？

計画書は実質２枚！
①企業の概要、②現状認識、③経営力向上の目標及び経営力向上による経営の向上の程度を示す指標、
④経営力向上の内容など簡単な計画等を策定することにより、認定を受けることができます。

ポイント
①

認定のメリット！
１　固定資産税の軽減
　認定計画に記載された一定要件を満たす機械及び装置は３年間、固定資産税が１/２に軽減されます。
２　金融支援！
　中小企業信用保証枠の拡大や中小企業基盤整備機構の債務保証など、資金調達を行う場合の金融支
援を受けることができます。

ポイント
②

ば
な
ら
な
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
書
類
を
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
っ
た
仕
組
み

づ
く
り
ま
で
支
援
し
て
く
れ
る
か
ら
安
心
で
す
。

そ
の
３
　
毎
日
の
記
帳
の
手
間
が
減
り
ま
す

　
毎
日
帳
簿
を
つ
け
る
の
は
と
て
も
大
変
で
す
。

日
々
の
取
引
を
記
録
し
て
身
近
な
商
工
会
へ
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
最
小
限
の
労
力
で
必
要
な

帳
簿
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
記
帳
の
手

間
を
考
え
れ
ば
、
月
々
わ
ず
か
な
費
用
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
お
得
で
す
。

そ
の
４
　
経
営
面
も
商
工
会
が
徹
底
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す

　
ネ
ッ
ト
　
記
帳
を
活
用
す
れ
ば
商
工
会
が
会

de

社
の
会
計
情
報
を
把
握
し
て
い
る
の
で
、
融
資

の
相
談
に
も
素
早
い
対
応
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
会
計
情
報
を
ベ
ー
ス
と
し
た

事
業
計
画
の
策
定
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
会
計
情
報
を
既
に
把
握
し
て
い

る
た
め
募
集
期
間
の
短
い
補
助
金
等
も
素
早
く

具
体
的
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
の
５
　
安
心
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す

　
ネ
ッ
ト
　
記
帳
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

de

し
た
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
一
台
ず
つ

に
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。
も
し
お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン
が
壊
れ
て

し
ま
っ
て
も
デ
ー
タ
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
常
に
最
新
版
の
シ
ス
テ
ム
が

利
用
で
き
ま
す
の
で
税
制
改
正
に
も
自
動
的
に

対
応
さ
れ
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
　
記
帳
に
関
す
る
ご
相
談
は
最
寄
り

de

の
商
工
会
へ
ど
う
ぞ
。

ネ
ッ
ト
　
記
帳
が
選
ば
れ
る
５
つ
の
理
由

de

そ
の
１
　
事
業
の
数
字
を
把
握
し
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

　
ネ
ッ
ト
　
記
帳
で
日
々
の
売
上
、
日
々
発
生

de

す
る
経
費
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
儲
け
が
出

て
い
る
の
か
を
常
に
把
握
で
き
ま
す
。
ま
た
、

せ
っ
か
く
状
況
を
把
握
し
て
も
、
そ
の
情
報
の

意
味
が
分
か
ら
な
い
と
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
商
工
会
は
帳
簿
に
出
て
く
る
数
字
の

意
味
や
同
業
種
の
会
計
指
標
を
親
切
に
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
会
計
情
報
を
活
用
し
た
経
営
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
２
　
商
工
会
と
一
緒
に
あ
な
た
の
事
業
に

あ
っ
た
記
帳
の
仕
組
み
を
作
れ
ま
す

　
会
計
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
言

わ
れ
て
も
、
日
々
の
取
引
を
記
録
す
る
仕
組
み

を
作
る
の
は
一
苦
労
で
す
。
ネ
ッ
ト
　
記
帳
で

de

は
、
商
工
会
が
ど
の
よ
う
な
記
録
を
し
な
け
れ

商工会

　
　
商
工
会
の
会
計
ソ
フ
ト

　
　
　
「
ネ
ッ
ト
　
記
帳
」
の
ご
案
内
　
　

de

　
商
工
会
の
提
供
し
て
い
る
会
計
ソ
フ

ト
、
ネ
ッ
ト
　
記
帳
は
「
毎
日
忙
し

de

く
し
て
い
る
け
ど
本
当
に
儲
か
っ
て

い
る
の
か
な
？
」「
経
理
処
理
を
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？
」「
毎
日
記
帳
が
大

変
。」と
い
っ
た
お
悩
み
に
応
え
ま
す
。

身
近
な
商
工
会
で
気
軽
に
相
談
し
な

が
ら
記
帳
を
す
る
こ
と
で
安
心
し
て

経
営
で
き
る
と
、
多
く
の
地
域
の
事

業
者
様
が
ネ
ッ
ト
　
記
帳
を
利
用
さ

de

れ
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
八
年
九
月
一
日
～
二
日
、
埼
玉
県
（
さ
い
た
ま
市
民

会
館
お
お
み
や
）に
て
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
前
期
代
表
者
会
議
・

主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
、
関
東
一
都
十
県
か
ら
約
五
三
〇
名

の
青
年
部
員
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
主
張
発
表
大
会
関
東
大
会
で
は
、
一
都
十
県
の
代
表
十
二
名
が

日
頃
の
青
年
部
員
と
し
て
の
活
動
を
発
表
し
、
千
葉
県
代
表
の
矢

代
卓
さ
ん
は
惜
し
く
も
受
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
県
大
会
よ
り
内

容
や
話
し
方
に
磨
き
が
か
か
り
、
参
加
者
は
食
い
入
る
よ
う
に
発

表
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
は
、
新
潟
県
代
表

の
吉
川
商
工
会
青
年
部
の
矢
沢

雄
一
郎
さ
ん
が
受
賞
し
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
全
国

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
第
十
八
回
商
工
会
青

年
部
全
国
大
会
は
、
平
成
二
十

八
年
十
一
月
に
福
島
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日
、
浦
安
市
（
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
・
ホ
テ
ル
ミ
ラ
コ
ス
タ
）
に
て
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
や
企
業
理
念
の
浸
透
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
若
手
経
営
者
等

リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
・
キ
ャ
ス
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
を
受
講
し
、「
企
業
理
念
の
浸
透
方
法
」
や
「
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
育
成
術
」
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
従
業
員
教
育
事
例
を
基
に
、
現

役
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ス
ト
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
第
一
部
で
学

ん
だ
内
容
を
基
に
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
今
回
学
ん
だ

内
容
を
自
社
の
経
営
に
ど
の
よ

う
に
取
り
込
み
、
活
用
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
、
ま
た
、
青
年

部
活
動
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
、
熱
心
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
十
三
日
、
千
葉
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
県
内
商
工
会
役

員
一
三
二
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
平
成
二
十
八
年
度
 

商
工
会
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
副
会
長
開
講
あ
い
さ
つ
の
後
、
全
国
商
工
会
連
合
会
専
務
理

事
の
乾
敏
一
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
「
今
後
の
商
工
会
と
し
て

の
組
織
・
運
営
・
事
業
の
在
り
方
」
と
題
し
、
小
規
模
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
と
今
後
の
小
規
模
事
業
者
支
援
の
流
れ
を
踏
ま
え
た

上
で
、
こ
れ
か
ら
の
商
工
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
課
題
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
千
葉
県
経
済
政
策
課
中
小
企
業
・
団
体
支
援
室
長
の

川
島
敏
文
氏
よ
り
「
平
成
二
十
八
年
度
小
規
模
補
助
金
に
係
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
に
つ
い
て
」
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
分
科
会
と
し
て
、
地
域
活
性
化
コ
ー
ス
で
は
先
進
事
例

研
修
と
し
て
、
宮
崎
県
か
ら
川
南
町
商
工
会
長
の
宮
崎
吉
敏
氏
を

お
招
き
し
、
平
成
二
十
七
年
度
二
十
一
世
紀
商
工
会
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
た
「『
定
期
朝
市
』
～
ト
ロ
ン
ト
ロ
ン
軽
ト
ラ
市
～
」
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
商
工
会
運
営
コ
ー
ス
で
は
、
公
認
会

計
士
の
土
屋
晴
行
氏
よ
り
「
商
工
会
監
査
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
、
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議

平
成
二
十
八
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会会

前
期
代
表
者
会
議

　
前
期
代
表
者
会
議
・・

主
張
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

　
　
　
主
張
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
たた

若
手
経
営
者
等
リ
ー
ダ
ー

若
手
経
営
者
等
リ
ー
ダ
ー
ズズ

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
たた

平
成
二
十
八
年
度

平
成
二
十
八
年
度
　
　
　

商
工
会
役
員
研
修
会
開

商
工
会
役
員
研
修
会
開
催催

全国商工会連合会　乾専務理事

川南町商工会　宮崎会長

　
千
葉
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
。）
及
び
、
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最

低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
業
種
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
「
特
定
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
機
関
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

○
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
　
℡
０
４
３－
２
２
１－

２
３
２
８

○
千
葉
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
無
料
相
談
）
℡
０
１
２
０－

０
２
６－

２
１
０

○
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

○
千
葉
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://chiba-roudoukyoku.jsite.m

hlw
.go.jp/

　
「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
時
間
八
四
二
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
従
来
の
八
一
七
円
か
ら
二
十
五
円
引
上
げ
）
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

ディスカッションを通じた意見交換風景

矢代卓さんの力強い発表
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ま
た
、
会
場
内

で
は
千
葉
県
商
工

会
女
性
部
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
「
う
ま

い
も
ん
市
」
や
、

昨
年
度
Ｂ
‐
１
グ

ラ
ン
プ
リ
で
ゴ
ー

ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
い
た
勝
浦
タ

ン
タ
ン
メ
ン
の
実

演
販
売
も
行
わ
れ
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
勝
浦
ホ
テ
ル
三
日
月
に
会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
情
報
交
換
会

で
は
、
各
都
県
か
ら
素
晴
ら
し
い
芸
能
出
し
物
が
披
露
さ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
東
京
都
女
性
連
に
よ
る
次
年

度
開
催
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
視
察
研
修
会
が

行
わ
れ
、
県
外
参
加
者
に

千
葉
県
の
魅
力
を
体
験
し

て
も
ら
う
と
同
時
に
、
部

員
間
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年

度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
女
性
部
交

流
研
修
会
が
七
月

十
三
日
、
勝
浦
市

芸
術
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
で
関
係
者

八
七
六
名
を
集
め

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
女
性
部
員
も

二
〇
〇
名
以
上
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
者
を
も
て
な
し
、
研
修

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
九
十
九
里
大
漁
節
保
存
会
に
よ
る
大
漁
節
と
浜
音
頭
が

披
露
さ
れ
た
後
、
髙
橋
渡
千
葉
県
副
知
事
、
猿
田
寿
男
勝
浦
市
長

を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
が
ご
臨
席
の
下
、
開
会
式
が
厳
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
各
都
県
代
表
に
よ
る
主
張
発

表
大
会
で
は
、
本
県
代
表
と
し

て
栄
町
商
工
会
女
性
部
の
秋
山

優
子
さ
ん
が
、「
ド
ラ
ム
焼
き

で
ま
ち
づ
く
り
」
を
県
大
会
時

よ
り
も
更
に
表
現
力
豊
か
に
魅

力
的
な
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

各
都
県
代
表
の
主
張
発
表
は
ど

れ
も
大
変
素
晴
ら
し
く
、
今
後

の
女
性
部
活
動
や
地
域
活
性
化

活
動
等
を
高
め
る
に
ふ
さ
わ
し

い
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、

各
賞
は
左
記
の
と

お
り
と
な
り
、
最

優
秀
賞
の
矢
部
久

子
さ
ん
は
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
と
し

て
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
最最
優
秀
賞

優
秀
賞
 

東
京
都

羽
村
市
商
工
会

矢
部
久
子
さ

　
　
　
東
京
都
　
羽
村
市
商
工
会
　
矢
部
 久
子
さ
んん

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く

　
　
　
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
りり

　
　
　
供供
も
う
一
度

花
嫁

も
う
一
度
　
花
嫁
僑僑

　
　
　
　
　
　
優優

秀

賞

秀

賞
 

栃
木
県

高
根
沢
町
商
工
会

小
堀
ト
キ
子
さ

　
　
　
栃
木
県
　
高
根
沢
町
商
工
会
　
小
堀
 ト
キ
子
さ
んん

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く

　
　
　
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
りり

　
　
　
供供
地
域
貢
献
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

地
域
貢
献
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
僑僑

　
　
　
　
　
　
優優

良

賞

良

賞
 

長
野
県

朝
日
村
商
工
会

清
澤
あ
ゆ
み
さ

　
　
　
長
野
県
　
朝
日
村
商
工
会
　
清
澤
 あ
ゆ
み
さ
んん

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く

　
　
　
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
りり

　
　
　
供供「
次
世
代
起
業
家
育
成
塾
」
を
開
催
し
て

「
次
世
代
起
業
家
育
成
塾
」
を
開
催
し
て
僑僑 

　
平
成
二
十
八
年
度

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ば
を
開
催

in

満員の会場ホール

開会の辞
県女性部連合会会長
神﨑 清美氏

特産品を販売した「うまいもん市」

歓迎挨拶
県連合会副会長（当時）

和泉 善久氏

他都県女性部をお出迎え

千葉県代表主張発表者
栄町商工会女性部
秋山 優子氏

post@chibaken.or.jp

和泉 善久
〒260-0013千葉県千葉市中央区中央２丁目９番８号　ＴＥＬ０４３-３０５-５２２２

№227
H28.11月特別号 

◇平成２８年度第１回臨時総会
◇和泉善久新会長あいさつ
◇「経営力向上計画」事業計画策定で稼ぐ力を強化！
◇商工会の会計ソフト「ネットde記帳」のご案内
◇「千葉県最低賃金」改正のご案内
◇平成２８年度商工会役員研修会開催
◇平成２８年度関東ブロック商工会青年部連絡協議会前期代表者会議・
　主張大会が開催されました
◇若手経営者等リーダーズ研修会が開催されました
◇平成２８年度関東ブロック商工会女性部交流研修会inちばを開催

和
泉
善
久
新
会
長
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
、
千
葉
県
商
工
会
連
合

会
長
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
和
泉
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
場
を
借
り
て
一
言
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
多
年
に
わ
た
り

県
連
合
会
の
役
員
と
し
て
、
特
に
平

成
二
十
四
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
県
連
合
会
の
運
営
及
び
県
内
商

工
会
地
域
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
花
島
会
長
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
会
長
職
務
代
行
者
の
職
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

森
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
、
花
島
会
長
が
二
期
目
就
任
に
際
し
ま
し
て
、
第

二
次
商
工
会
機
能
強
化
計
画
の
確
実
な
遂
行
、
小
規
模
企
業
振
興

条
例
の
制
定
に
向
け
た
県
へ
の
働
き
か
け
に
力
を
注
い
で
参
り
た

い
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
継
承
し
、

厳
し
い
状
況
が
続
く
県
内
商
工
会
地
域
の
小
規
模
事
業
者
の
、
持

続
的
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
四
月
、
県
内
四
十
商
工
会
全
て
が
経
営
発
達
支
援

計
画
に
関
す
る
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
で
も
わ

ず
か
三
県
の
み
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
出
来
事
で
し
た
が
、
県
内

商
工
会
全
て
の
事
業
者
が
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
経
営
発
達
支
援
事
業
の
確
実
な
遂
行
に
つ

い
て
も
、
県
連
合
会
と
商
工
会
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
地
域
を
支
え
て
い
く
の
は
我
々
小
規

模
事
業
者
で
あ
り
、
商
工
会
は
地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し

て
、
さ
ら
に
存
在
感
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
の
た

め
に
も
、
皆
様
に
は
何
と
ぞ
ご
指
導
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
連
合
会
長
就
任
に
あ
た
っ

て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
千
葉
県
商
工
会
連
合
会
は
十
月
二
十
一
日
、
千
葉
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
県
内
四
十
商
工
会
長
等
（
委
任
状
含
む
）
が
出
席
し
、
多
数
の
ご

来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
総
会
の
議
事
で
は
、
七
月
に
退
任
さ
れ
た
花
島
敬
一
郎
会
長
の
後
任
と

な
る
会
長
選
任
等
が
行
わ
れ
、
和
泉
善
久
氏
（
南
房
総
市
内
房
商
工
会
長
）

の
新
会
長
就
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
泉
新
会
長
は
就
任
あ
い
さ
つ
で
、「
私
は
、
花
島
会
長
の
取
り
組
み
を

継
承
し
、
第
二
次
商
工
会
機
能
強
化
計
画
の
確
実
な
遂
行
、
小
規
模
企
業

振
興
条
例
の
制
定
に
向
け
た
県
へ
の
働
き
か
け
に
力
を
注
い
で
参
る
と
と

も
に
、
経
営
発
達
支
援
事
業
の
確
実
な
遂
行
に
つ
い
て
も
、
県
連
合
会
と

商
工
会
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。
人
口
減
少
社
会
の

中
で
、
地
域
を
支
え
て
い
く
の
は
我
々
小
規
模
事
業
者
で
あ
り
、
商
工
会

は
地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
さ
ら
に
存
在
感
を
発
揮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
皆
様
に
は
何
と
ぞ
ご
指
導
、
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
床
並
道
昭
千

葉
県
商
工
労
働
部
長
か
ら
祝
辞

を
頂
戴
し
、
総
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

新
会
長
に
和
泉
善
久
氏
が
就

新
会
長
に
和
泉
善
久
氏
が
就
任任

地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て

地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
のの
存
在
感
発
揮
に
注
力

存
在
感
発
揮
に
注
力

～
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
臨
時
総
会

～
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
臨
時
総
会
～～

◎
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
臨
時
総
会
議
案

第
一
号
議
案
　
千
葉
県
商
工
会
連
合
会
役
員
選
任
規
約
の
一
部
変
更

（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

原
案
通
り
承
認

　
第
二
号
議
案
　
役
員
欠
員
に
伴
う
補
充
選
任
の
件

　
　
会
　
長
　
和
泉
 善
久
（
南
房
総
市
内
房
商
工
会
長
）

　
　
副
会
長
　
石
田
 信
昭
（
白
井
市
商
工
会
長
）

　
　
理
　
事
　
藤
崎
 幸
雄
（
成
田
市
東
商
工
会
長
）　
　
（
敬
称
略
）

会長就任あいさつを述べる和泉新会長

祝辞を述べる床並千葉県商工労働部長


